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女性研究者、女子学生から見た大学の環境
女性教員へのアンケート＆ヒアリング結果より

13,14pは投影のみ
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男女は異なるメッセージに囲まれて育つ（ステレオタイプ）

優しい、思いやりがある
繊細である
感情的である
協力的である

人に優しくしなさい
謙虚でありなさい
生意気をいうな
おとなしくていい子だね

強くなりなさい
勝たなければいけません
勇敢であれ
元気でたくましく

女性らしいとされる資質
決断力がある
分析的思考にたけている
論理的である
独立している

男性らしいとされる資質

リーダーや研究者などの
社会的イメージと一致

社会が持つ
ステレオタイプ
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無意識のバイアスへの対応の必要性

無意識のバイアス（アンコンシャスバイアス）とは
 過去の経験や社会的背景等から影響を受けて、特定の社会的集団に対して、
無意識のうちに形成される偏った認識

女性をはじめとする多様な人材の能力開発やキャリア形成にマイナスに働く大きな
要因となっているため、注目されている

https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/pdf/seibetsu_r03/02.pdf
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民間企業団体 アカデミア団体



18

無意識のバイアスの例

育児中の女性社員に営業はムリと思ってしまう
定時で帰る社員はやる気がないと思う
「親が単身赴任中」というと、父親を想像する（母親を想像しない）
お茶出しは女性がやるものと決まっている
女性は理系に向いていない/数学が苦手と思う
介護しながら働くのは難しいと思う
年配（高齢者）の人は頭が堅く、多様な働き方への融通が利かないと思ってしまう

 通常は集団の中での少数派（人数、権力）に向けられる。
 集団の中で少数派は、自ら声を出しにくく、大切に扱われていないというメッ
セージを受け取ることが多くある。

 個人・組織のパフォーマンスに影響

無意識のバイアスの作用
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赤ちゃんと遊ぶボランティア

男の子と女の子の服を入れ
替えた

女の子（本当は男子）には、
やわらかいおもちゃ、静的
な遊びが選ばれた
男の子（本当は女子）には、
ロボット、体を動かす遊び
が選ばれた

https://www.bbc.com/japanese/video-40959453
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 中身が同じ履歴書を２種類、女性名Heidi
と男性名Howardで作成し、複数の人に評
価してもらった。一人の人はどちらかのみ
を評価

実験例（Heidi and Howard実験） Columbia business school

 能力については同等の評価

 Heidiは「性格悪そう、一緒に働きたく
ない、好きではない」とされた

 Howardは「好感が持てる、一緒に働き
たい、好きだ」とされた

★実際のとある女性の履歴書を利用
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ステレオタイプがリーダーとしての女性に与える負荷

図：東洋経済オンラインより

優しい、柔和
な、穏やか

頼りない、
弱々しい、
リーダーらし
くない

こわい、きつ
い、エラそう、
でしゃばり、
ヒステリック

力強い、情熱
的、真剣

有能隠れカリキュラムのひとつ

ダブルバインドというハンデキャップ 社会的に期待されている女性らしさ
と共有されているリーダー像の不一致




